
【表紙】
 

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 2018年11月９日

【四半期会計期間】 第58期第２四半期（自　2018年７月１日　至　2018年９月30日）

【会社名】 田中商事株式会社

【英訳名】 TANAKA CO.,LTD.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　鳥谷部　毅

【本店の所在の場所】 東京都品川区南大井三丁目２番２号

【電話番号】 ０３（３７６５）５２１１（代表）

【事務連絡者氏名】 常務取締役管理本部長兼経理部長兼経営企画室長　春日　国敏

【最寄りの連絡場所】 東京都品川区南大井三丁目２番２号

【電話番号】 ０３（３７６５）５２１１（代表）

【事務連絡者氏名】 常務取締役管理本部長兼経理部長兼経営企画室長　春日　国敏

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

 

EDINET提出書類

田中商事株式会社(E02902)

四半期報告書

 1/18



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第57期
第２四半期
連結累計期間

第58期
第２四半期
連結累計期間

第57期

会計期間

自2017年
４月１日
至2017年
９月30日

自2018年
４月１日
至2018年
９月30日

自2017年
４月１日
至2018年
３月31日

売上高 （千円） 12,633,055 13,673,980 27,857,715

経常利益 （千円） 364,822 429,938 899,559

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 242,978 292,836 572,552

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 254,182 297,086 605,738

純資産額 （千円） 10,559,815 11,032,211 10,823,291

総資産額 （千円） 21,225,228 22,139,693 23,672,881

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 27.59 33.25 65.00

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 49.8 49.8 45.7

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 1,909,332 1,247,233 1,362,729

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △195,860 △9,559 △280,820

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △1,339,701 △1,208,263 △245,955

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 1,658,342 2,149,935 2,120,525

 

回次
第57期
第２四半期
連結会計期間

第58期
第２四半期
連結会計期間

会計期間

自2017年
７月１日
至2017年
９月30日

自2018年
７月１日
至2018年
９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 20.23 23.73

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1）財政状態及び経営成績の状況

①財政状態

　当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ1,533,188千円減少し、22,139,693千円とな

りました。

　流動資産は、受取手形及び売掛金、電子記録債権、商品および製品の減少等により、前連結会計年度末に比べ

1,283,380千円減少し、10,819,270千円となりました。

　固定資産は、営業所建て替え及び新築移転に伴う建物及び構築物等の増加があったものの、土地等売却による減

少等により、前連結会計年度末に比べ249,807千円減少し、11,320,422千円となりました。

　流動負債は、支払手形及び買掛金、短期借入金の減少等により、前連結会計年度末に比べ1,769,964千円減少

し、9,550,077千円となりました。

　固定負債は、退職給付に係る負債の増加等により、前連結会計年度末に比べ27,856千円増加し、1,557,404千円

となりました。

　純資産は、剰余金の配当による減少等があったものの、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上等により、前

連結会計年度末に比べ208,919千円増加し、11,032,211千円となりました。

②経営成績

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用環境の改善などを背景に緩やかな回復基調で

推移しましたが、米国の利上げに端を発した金融市場の混乱や貿易摩擦の動向による世界経済の下振れリスクが実

体経済の先行きを依然として不透明としております。

　当社グループの属する建設関連業界におきましては、現場における人手不足の影響で受注環境にわずかながら不

安がみられるものの、公共需要、民間需要ともに堅調に推移しております。また、労務費、資材費の高止まりの影

響から、低い価格帯での勝負が続くなど、利益面において依然として厳しい環境となっております。

　このような状況の中で、当社グループにおきましては、営業戦略の柱として物件受注の更なる強化を図る為、得

意先ベースの強化、社員の教育・育成による現場の対応力向上で積極的な受注活動を行ってまいりました。

　この結果、商品分類別売上高は、照明器具類2,631,789千円（前年同四半期比104.7％）、電線類4,264,121千円

（前年同四半期比111.4％）、配・分電盤類3,356,093千円（前年同四半期比109.1％）、家電品類2,249,407千円

（前年同四半期比111.8％）、その他の品目1,172,568千円（前年同四半期比97.3％）を計上し、売上高は

13,673,980千円（前年同四半期比108.2％）となりました。利益面におきましては、営業利益431,225千円（前年同

四半期比121.6％）、経常利益429,938千円（前年同四半期比117.8％）、親会社株主に帰属する四半期純利益

292,836千円（前年同四半期比120.5％）となりました。

(2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

29,410千円増加し、2,149,935千円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は、仕入債務の減少等があったものの、税金等調整前四半期純利益の計上、売上債

権の減少及びたな卸資産の減少等により1,247,233千円（前年同期に得られた資金は1,909,332千円）となりまし

た。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は、土地等固定資産売却による収入があったものの、営業所建て替え及び新築移転

に伴う建物及び構築物等固定資産の取得に伴う支出等により9,559千円（前年同期に使用した資金は195,860千円）

となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は、借入金の返済、配当金の支払い等により1,208,263千円（前年同期に使用した

資金は1,339,701千円）となりました。
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(3）経営方針・経営戦略等

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(5）研究開発活動

　該当事項はありません。

(6）主要な設備

　前連結会計年度末において計画中であった主要な設備の新設、休止、大規模改修、除却、売却等について、当第

２四半期連結累計期間に著しい変更があったものは、次のとおりであります。

①新設

　当第２四半期連結累計期間において、前連結会計年度末に計画中であった愛知県名古屋市及び栃木県宇都宮市の

販売設備は、2018年６月にそれぞれ建て替え及び新築移転が完了いたしました。

３【経営上の重要な契約等】

   　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 35,328,000

計 35,328,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2018年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2018年11月９日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 8,832,000 8,832,000
東京証券取引所

市場第一部

権利内容に何ら限

定のない当社にお

ける標準となる株

式であり、単元株

式数は100株であ

ります。

計 8,832,000 8,832,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

2018年７月１日～

2018年９月30日
－ 8,832,000 － 1,073,200 － 951,153
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（５）【大株主の状況】

  2018年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

河合　日出雄 東京都大田区 2,651 30.11

河合　きよ子 東京都大田区 264 3.01

日本マスタートラスト信託銀行

株式会社（信託口） 東京都港区浜松町2-11-3 237 2.70

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社（信託口） 東京都中央区晴海1-8-11 235 2.67

田中商事従業員持株会
東京都品川区南大井3-2-2 176 2.00

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社（信託口５） 東京都中央区晴海1-8-11 121 1.38

河合　宏美 東京都大田区 114 1.30

森田　　健 東京都世田谷区 113 1.29

ステート　ストリート　バン

ク　アンド　トラスト　クライ

アント　オムニバス　アカウン

ト　オーエムゼロツー　505002

（常任代理人　株式会社みずほ

銀行決済営業部）

100 KING STREET WEST, SUITE 3500, PO

BOX 23 TORONTO, ONTARIO M5X 1A9

CANADA

（東京都港区港南2-15-１）

 

103 1.18

日本トラスティ・サービス信託

銀行（信託口１）
東京都中央区晴海1-8-11 98 1.12

計 － 4,118 46.76

 

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

2018年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　 　24,100 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 8,802,200 88,022 －

単元未満株式 普通株式     5,700 － －

発行済株式総数 8,832,000 － －

総株主の議決権 － 88,022 －

 

②【自己株式等】

2018年９月30日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

田中商事株式会社
東京都品川区南大井

3-2-2
24,100 － 24,100 0.27

計 － 24,100 － 24,100 0.27
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２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2018年７月１日から2018

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2018年４月１日から2018年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、東陽監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2018年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,120,525 2,149,935

受取手形及び売掛金 ※２ 7,623,623 ※２ 6,929,716

電子記録債権 ※２ 556,080 ※２ 261,956

商品及び製品 1,537,967 1,326,629

仕掛品 424 396

原材料及び貯蔵品 40,559 42,698

その他 232,362 115,758

貸倒引当金 △8,890 △7,819

流動資産合計 12,102,651 10,819,270

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,914,507 3,077,723

土地 7,216,209 7,015,944

その他（純額） 440,158 219,747

有形固定資産合計 10,570,875 10,313,415

無形固定資産   

借地権 183,254 183,254

その他 104,419 46,813

無形固定資産合計 287,673 230,068

投資その他の資産   

繰延税金資産 516,581 523,353

その他 ※１ 327,661 ※１ 385,791

貸倒引当金 △132,562 △132,206

投資その他の資産合計 711,680 776,938

固定資産合計 11,570,230 11,320,422

資産合計 23,672,881 22,139,693
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2018年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 ※２ 4,901,142 ※２ 4,444,471

短期借入金 5,270,000 4,170,000

未払法人税等 219,302 182,266

賞与引当金 104,288 126,389

その他 825,308 626,951

流動負債合計 11,320,042 9,550,077

固定負債   

退職給付に係る負債 1,357,657 1,382,206

役員退職慰労引当金 63,500 68,348

その他 108,390 106,850

固定負債合計 1,529,548 1,557,404

負債合計 12,849,590 11,107,482

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,073,200 1,073,200

資本剰余金 951,153 951,153

利益剰余金 8,773,953 8,978,710

自己株式 △13,875 △13,962

株主資本合計 10,784,432 10,989,101

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 23,240 28,459

退職給付に係る調整累計額 15,618 14,650

その他の包括利益累計額合計 38,859 43,109

純資産合計 10,823,291 11,032,211

負債純資産合計 23,672,881 22,139,693
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2017年４月１日
　至　2017年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年９月30日)

売上高 12,633,055 13,673,980

売上原価 10,569,517 11,492,277

売上総利益 2,063,537 2,181,703

販売費及び一般管理費 ※１ 1,709,017 ※１ 1,750,477

営業利益 354,519 431,225

営業外収益   

受取利息 4 2

受取配当金 12,368 764

その他 4,187 4,425

営業外収益合計 16,560 5,192

営業外費用   

支払利息 6,256 6,479

営業外費用合計 6,256 6,479

経常利益 364,822 429,938

特別利益   

固定資産売却益 4,156 33,737

特別利益合計 4,156 33,737

特別損失   

固定資産除却損 － 510

固定資産売却損 139 16,962

特別損失合計 139 17,473

税金等調整前四半期純利益 368,840 446,203

法人税、住民税及び事業税 151,304 162,015

法人税等調整額 △25,442 △8,648

法人税等合計 125,862 153,366

四半期純利益 242,978 292,836

親会社株主に帰属する四半期純利益 242,978 292,836
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2017年４月１日
　至　2017年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年９月30日)

四半期純利益 242,978 292,836

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 7,155 5,218

退職給付に係る調整額 4,049 △968

その他の包括利益合計 11,204 4,250

四半期包括利益 254,182 297,086

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 254,182 297,086

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2017年４月１日
　至　2017年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 368,840 446,203

減価償却費 106,101 122,809

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,757 △1,426

賞与引当金の増減額（△は減少） 28,377 22,100

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 55,972 23,153

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 6,378 4,848

受取利息及び受取配当金 △12,372 △767

支払利息 6,256 6,479

固定資産除売却損益（△は益） △3,842 △16,126

売上債権の増減額（△は増加） 2,217,363 988,386

たな卸資産の増減額（△は増加） 47,924 209,227

差入保証金の増減額（△は増加） 600 －

その他の資産の増減額（△は増加） △7,995 38,111

仕入債務の増減額（△は減少） △680,523 △378,179

その他の負債の増減額（△は減少） △39,609 △66,966

未払消費税等の増減額（△は減少） 35,462 33,244

小計 2,127,174 1,431,097

利息及び配当金の受取額 12,372 767

利息の支払額 △6,230 △6,523

法人税等の支払額 △223,984 △178,107

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,909,332 1,247,233

投資活動によるキャッシュ・フロー   

投資有価証券の取得による支出 － △289

有形及び無形固定資産の取得による支出 △199,068 △347,722

有形及び無形固定資産の売却による収入 4,322 335,747

貸付けによる支出 △404 △71

貸付金の回収による収入 638 178

その他の支出 △2,176 △771

その他の収入 828 3,370

投資活動によるキャッシュ・フロー △195,860 △9,559

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,200,000 △1,100,000

リース債務の返済による支出 △7,775 △19,709

自己株式の取得による支出 △58 △87

配当金の支払額 △131,867 △88,467

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,339,701 △1,208,263

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 373,769 29,410

現金及び現金同等物の期首残高 1,284,572 2,120,525

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 1,658,342 ※１ 2,149,935
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【注記事項】

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期連結会

計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区分

に表示しております。

（四半期連結貸借対照表関係）

※１　投資その他の資産の「その他」には、次の非連結子会社株式が含まれております。

 
前連結会計年度
（2018年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（2018年９月30日）

非連結子会社株式 89,178千円 89,178千円

 

※２　四半期連結会計期間末日満期手形及び電子記録債権

　四半期連結会計期間末日満期手形及び電子記録債権の会計処理については、手形交換日又は決済日をもっ

て決済処理をしております。なお、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期

連結会計期間末日満期手形及び電子記録債権が四半期連結会計期間末日残高に含まれております。

 
前連結会計年度
（2018年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（2018年９月30日）

受取手形 206,151千円 129,711千円

電子記録債権 1,723 3,234

支払手形 216,505 88,174
 
 

（四半期連結損益計算書関係）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 2017年４月１日
　　至 2017年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 2018年４月１日
　　至 2018年９月30日）

給料 829,597千円 827,519千円

賞与引当金繰入額 135,826 118,508

退職給付費用 60,993 57,936

役員退職慰労引当金繰入額 6,578 4,848

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 2017年４月１日
至 2017年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 2018年４月１日
至 2018年９月30日）

現金及び預金勘定 1,658,342千円 2,149,935千円

預入期間が３カ月を超える定期預金 － －

現金及び現金同等物 1,658,342 2,149,935
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2017年４月１日　至　2017年９月30日）

１．配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2017年５月12日

取締役会
普通株式 132,120 15 2017年３月31日 2017年６月26日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間末後となるもの

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2017年11月６日
取締役会

普通株式 88,079 10 2017年９月30日 2017年12月８日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年９月30日）

１．配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年５月９日

取締役会
普通株式 88,079 10 2018年３月31日 2018年６月25日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間末後となるもの

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年11月６日
取締役会

普通株式 88,078 10 2018年９月30日 2018年12月７日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間（自2017年４月１日 至2017年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自2018

年４月１日 至2018年９月30日）

　当社グループは、電設資材卸売業以外のセグメントの重要性が乏しく、財務諸表利用者の判断を誤らせる可

能性が乏しいと考えられますので、記載は省略しております。

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2017年４月１日
至　2017年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年９月30日）

１株当たり四半期純利益 27円59銭 33円25銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 242,978 292,836

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益金額（千円）
242,978 292,836

普通株式の期中平均株式数（千株） 8,808 8,807

 （注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

２【その他】

 2018年11月６日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）配当金の総額………………………………………88,078千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………10円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………2018年12月７日

（注） 2018年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2018年11月６日

田中商事株式会社

取締役会　御中

 

東　陽　監　査　法　人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 高木　康行　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 浅山　英夫　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている田中商事株式会

社の2018年４月１日から2019年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2018年７月１日から2018年９月

30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2018年４月１日から2018年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書

及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、田中商事株式会社及び連結子会社の2018年９月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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